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ナトリウム-溶融塩熱交換器を有する蓄熱式高速炉の安全設計技術開発の一環として、熱交換器でのバウン

ダリ破損を想定した液体金属ナトリウムと硝酸系溶融塩との間の化学反応性に関する検討を進めている。本

発表では、当該反応に関する基礎試験計画とその検討状況について報告する。 
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1. 緒言 

蓄熱式ナトリウム(Na)冷却高速炉では、固有事象として Na と硝酸系溶融塩との熱交換器部位におけるバウ

ンダリ破損に起因した、Na と硝酸系溶融塩との化学反応性を把握することが安全評価上、重要である。しか

し、蓄熱式高速炉の安全設計及び安全評価に資するデータは十分とは言えない状況である。本報告では、Na

と硝酸系溶融塩との化学反応性に関する知見の整理と当該反応に関する基礎試験計画の概要を述べる。 

2. 関連知見の整理と反応基礎試験計画の概要 

蓄熱システムに供する蓄熱材は硝酸ナトリウム（NaNO3）と硝酸カリウム（KNO3）を 6:4 の割合で配合し

た硝酸系溶融塩（solar salt）が太陽熱発電等で実績があり、生産コストが安価である等の理由により多用され

ている[1]。本研究でも対象とする蓄熱材を solar salt とし、以後の Na との化学反応性を検討した。まず、Na

との化学反応性を検討する前段階として solar salt 自体の熱分解性を調査した。Solar salt は約 240℃が融点で

あり、約 450℃から熱分解により酸素が、700℃以上で窒素がそれぞれ生成し、最高使用温度は 550℃前後と

されている。次に、Na との化学反応性では、Na-solar salt 反応自体ではないが、Na-KNO3 反応の定性的な知

見がある[2]。当該反応では、KNO3の融点（約 337℃）よりも低い、約 235℃で反応が生じるとされているが、

発熱量や反応速度定数等の定量的な知見がないため、化学反応性を把握するには十分ではない。 

そこで、現在、アルゴン雰囲気で満たされたグローブボックスを整備中であり、この中に今後設置を予定

している熱分析装置に試薬の NaNO3 と KNO3（図 1）を solar salt の割合に配合し

たサンプルを挿入する反応基礎試験を計画している。反応基礎試験では、反応開

始温度、発熱量、反応速度定数等の定量的なデータを取得する予定であり、得られ

た試験結果及び関連知見から化学反応性を評価するとともに、Na-solar salt 反応に

対する安全性向上方策の検討及びデータベース化を行う予定である。 

3. 結言 

本報告では、Na と硝酸系溶融塩との化学反応性の関連知見として、硝酸系溶融塩の熱分解性及び Na-KNO3

反応に関する知見を調査・整理した結果とともに、今後実施予定の反応基礎試験計画の概要を述べた。 

*本研究は文部科学省原子力システム研究開発事業 JPMXD0222682675 の助成を受けたものです。 
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図 1 硝酸系溶融塩の試薬 
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